












































































2013 年度には小学校 31 校、中学校 25 校に設置
されている。この教室は、通常の学級に在籍し、
学習や生活上に困難を抱え、特別な支援を必要
とする子どもたちが必要な時間のみ個別指導や
小集団指導を受けられる教室であるという。満
足感や達成感が得られたり、混乱した時に気持
ちを落ち着けたりすることができるともいう。
A君は、通学する小学校に設置された「かが
やきルーム」に行くようになり、ここで同じよ
うな境遇の、他の国籍の児童と知り合い、友人
関係を構築することができるようになったとい
う。学校において友人ができたので、いまでは
学校生活が楽しくなったとも話してくれた。学
習支援も重要であるが、こうした交流の場の存
在がA君に学校生活への適応を可能にさせたの
である。「かがやきルーム」の意外な機能に着目
したい。
Ⅲ．私立長門高等学校就学科における高校段階
での留学生の大量受入
Bさんは、中国・山東出身、高校時代に山口
県内の私立長門高等学校に通学し、同校を経て、
日本の大学に進学したという。日本の高校を経
て、日本の大学に進学したということで、私た
ちはその過程や詳細に関心を寄せた。
Bさんは、高校 2 年次から長門高校に就学生
として学んだという。就学生というシステムの
詳細はまだ確認できていないが、長門高校の受
入方は示唆に富む。
長門高校では、Bさんのような就学生を、高
校が設置した就学生専用の寮で受け入れ、ホー
ムシックにならないように、中国人同士で一緒
に居住させていたという。食事面でも配慮があ
り、時々、中華料理が出されていた。高校では、
日本語、日本文化、礼儀作法など、日本の文化
に関して学ぶ機会があったという。
また、高校では、日本人と一緒に遠足に行く
など、日本の生徒と就学生が共に学び、交流を
深める活動が実施されていた。Bさんはこうし
た活動を経て、日本の高校生活に馴染んでいっ
たと話してくれた。Bさんと一緒に来日した生
徒は 32 名であり、1クラス分の生徒が受け入れ
られていた。
こうした長門高校の学習、生活両面にわたる
配慮は、Bさんの日本の生活への適応だけでな
く、日本人との交流をも円滑にしてくれたよう
である。Bさんは、長門高校を経て、日本の大
学に進学するが、大学ではこうした配慮がなかっ
たため、留学生は留学生で集まってしまい、日
本人と留学生が継続的に交流することはなかっ
たとも話してくれた。
2013 年現在、長門高校は、普通科、商業科、
就学科の3科を有している。同校の資料によると、
就学科は1998年に設置されていたことがわかる。
以前から山口県は中国の諸都市と友好提携関係
を結んでいた。山東省と友好協定が結ばれるよ
うになると、同省済南市に日本語の高校が設置
され、同校生徒に日本での就学機会を与えるこ
とが計画され、長門高校で就学生の受け入れが
始まったとされる。
学校の記念誌には、中国人教師を採用し、中
国語授業を開始したことも記されている。現在
でも商業科では中国語の授業が開設されている。
学校生活への適応を超えて、日本人と外国人
児童生徒との継続的な交流を考えるとき、長門
高校の取り組みはとても示唆に富むものである
と思われる。
